(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: 視覚障がい青年等社会生活教室開催費（任意）
　　　　視覚障がい者社会参加促進事業費（国補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,426千円（前年度予算額：2,426千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・視覚障がい者の社会参加を支援するための各種事業を実施

  ■視覚障がい青年等社会生活教室　     
　　社会生活を営むために必要な知識等についての講習や交流会を実施
■視覚障がい女性家庭生活訓練事業
    視覚障がいのある女性に対して、家事、生活設計、美容、教養に関する講習を実施

■点字情報ネットワーク事業　
　　新聞等の情報をパソコン通信ネットワークで受信し、点字で打ち出し、提供
　■視覚障がい者ガイドヘルパー研修事業 
    　ガイドヘルパーとして活動している者に対し、視覚障がい者への理解を深めるための講義及び介助の実技を実施
■視覚障がい者パソコン研修事業    
    パソコン（文書作成、印刷、メール）について研修を実施

	２　所要経費


・盲青年等社会生活教室開催費：２１６千円（県10/10）
・視覚障がい者社会参加促進事業費：２，２１０千円（国1/2県1/2）

国１／２　県１／２　国庫補助［地域生活支援事業］
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


＜事業実績（平成22年度）＞

（視覚障がい青年等社会生活教室）7会場にて実施、354人参加
（視覚障がい者女性家庭生活訓練）　6講座開講、213名参加
（点字によるニュースの提供）週5回、35部配布
（視覚障がい者ガイドヘルパー研修）４回開催、のべ82人参加
（視覚障がい者パソコン研修）岐阜地区13回(13人参加)、
中濃地区4回 (6人参加)、東濃地区5回(6人参加)
・
	３　これまでの取組に対する評価


・視覚障がい者が社会参加を図るための事業として多くの方に参加いただいている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,426
	1,105
	
	
	
	
	
	
	1,321

	要求額
	2,426
	1,105
	
	
	
	
	
	
	1,321

	決定額
	2,426
	1,105
	
	
	
	
	
	
	1,321


